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瀬弘私 ラ者 11<.. 致

Z を dJJ~ 悦の Sie~ 上半 1宣明 H棋の it. 乙（.. . え

I~ ぴの元， ~I I "k* I j t. i I＝貯の孔ヒすゐ時、（；；）

を寸kilt c hOJl,O..c.t.Wsii'c., ヒす？ tha九刷Aム4 Jt＼：，）（~［ :L）は

次の様 t＝定義されわ q

ふ！引＝，るe（打川＇）:l （凡＋長’） -i-t(/l＋ゼ）（え＋-a"))'

存在、、し‘€（さ）は. .Q/)<. p ( 2 Tt r-r .i ）をあちわす（れ C）。

とのヒき 〉欠ド咲リ fこ「。

P 11.cpDsi-fim'I.. J l f;] Ci I 0) 古い きの関数ヒして、区

等約 l-=- 0 令ら li＂、 2 長旨 2~＂三 0 （物品Z勺角、フ 2t時半0(11t1udZ.)

この亭実は、 長’，~＂ E Qinのヒきは既 l：：矢口られ
ネ｝．

てい h 。 ~I I ~H ζ 灰%のヒきの註明 I~ 最ネ刀瀬弘

択すrt.l≫tA{0'1-l)!lll-f-~m Jれ伽ι をイ史勺て行ゥ r=-h＇＂、 あと
で、う青水い ね !if99 ~オ法て・言正日月し作ので＼ さ
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ム＂＇＂＂ a;1 任意の

ヒ命く。く I~ 相く /)1 ) 

z! EH輔． ~：＇ EH 叫・制 l= 対 L. 

)r::J(( ~； ~？） Ix）つ［怠］ぬtz~ ）)[!r] c~： Ix:) 

ム－(l.2. 4岳意の 'U.E G L ('YI., 7L.) tご対 L

j~j：］＜.れ）宮）［t1::'::J(tu..i?u.ltux) 0 

イえヴて特 L＝、 Jr~： ］（~lo ）世情等 ft9 I= 0 去ら‘
jl：~·t:J(1[0 ）も恒等的~＝ 0 t＂あゐ．

との 2 づの｜旬、叩 I~ 定義 r ら簡単 I;: t＂る．さ

2!1.3. 
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て Pnoposi↓i刊の誕百円 lまとのえつの l抑制α をイ受ヴ

て帰納法で行令う。

仇 ＝1のヒ き、 jT:;J （~＼ o) ＝ ~l~ ］ cさ｜坊主的 e（去最持、内”）

で‘あゐ炉、 j[~ 1 (2? Iχjの工の丞I数ヒしての余点、 lit

｛臼＋-e.I o. ＝す， t ：：~ （川 ?Z.)J しがすい告、ら・上め

左足ドイ生走、の芝 1：対して O I：屯ゐ長め l工 I.;t、

長、ずさを（叫 "ll) て“奇くてはす 4令ぃ。 主ヲて

例＝ 1 の百寺 It正し L、．

'l't ＝之の k き、 i抑制0. 1やら 仏走、の -l-1 ， ~2 ~ H, lζ 

女tl 

；）［長］《；t二）／0）つ［抑制

であゐ力、ら、）［f1白Io）ド恒等的 I= 0 であれは嶋、
i.＇＝長，t=+ （綱初lZ）ま七 Iit、 長室長；＇=t （物oJ7L.) ずを
~じっ !:. 11'"' ，れ＝1 の時の色正明がら＊フ 4、ゐ。

長J雪骨t’雪士 ヒしてよい．

一六 u ＝（~~） z j;・ け Ic1;＂‘ l抑制~ 2 から
J ［~·：： J<i Io）川宣等的 I:: 0 であ.，，＿ 0 イえヲて上乞

問機にして‘ 事（ー石室zi.'' ＋長：＝1 ま作 l~ 、 －~.＇＋z~： 三

長，＂寸長；＇ ＝ま（制o-d"1l ) ,,. ....奇リたづ e イ足って 上ヒあ
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2骨~：＝ o , 長；：0 I i,＂＝ま 〈帆d 7L) 寝：＇E. 0 I~ 又ぜてオ7

。ーヲt= r .; I d: 結果もてしすれL、

h 0 すE’ ~:I: II...>官、ロリ争納う去で言正明き時、のγLア2

;J [t:J(i I。） 。I" • せヒ~ あて”。合守 l:: ヤ恒等

I）ぁ 2長；寺。I ;t 又2長九 oして多（Iζi~’YI.) I＝大1る

し

si '° H引に

とlま：’L 

zt ~ H, , 

ゐ場念。

意
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P イ壬芝、の ：！：EH:z, .l~ （ H 悦－ 2- 1－：；対して苛リ作弓 e ヒ

と h -/J~＇、 zt長！ i；.三zt事；’s；’ーを言。く制I'dlL.）であ ~ 晶、ち

j ［：［：］ ぐ~~Io) 1.1‘I亘等的 I= I~ 0 で奇い。維ヲて
量，

jIを］ c~： Io Jは恒等的 l二 0 ゆえ、 錦之2骨：＇= 0 鳴、つ
zれ：’三0 ( 1'll qJ' 7l ），経ヮて、 2ゼ＝2-B，.’z 0 ( 'l'lool lL'" ) 合、

司 2 ttQ ＇~· = 2長：i,gt :it骨V科’キ0 （側d7..）。よ守てとの場
令 1a正しい．

10 Iですいとき、 す勺.~フち任意の i I＝対 L

長.＿＇三貫主’ z去〈制dll ) の k き。 とのとき仇 L：奇数

ですくては号~ ~ぃ．ゲ＼， iJ• イ高級ヒす b ヒ
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であゐド 帰納法の仮定からjr:rJば＼0) i J［釣
(l~ ［ 0 ） も恒等 g~ l＝は 0 て“守ぃ。 とれ l~ 矛店て‘・あ

ら。イえって 'Y¥.. L~ 奇訟であリ との kュ~ Bff t1 

か l-=- 2 ~ '= 2 ~fl= 0 （制dz悦） .；、巧 2£長’長”キ0（刷d'll. ) 

ぐ言E明体）
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